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行政院及所屬各機關出國報告

	（出國類別：實習）

	參加「進步型沸水式反應器模擬操作短期訓練班」

訓練報告


	
	出國人
	服務機關：台灣電力公司

職　　稱：核能工程師
姓　　名：范宏志

	
	出國地區：

出國日期：

報告日期：
	日本

自920412至920427
92年5月29日
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行政院及所屬各機關出國報告提要
	出國報告名稱：
	參加「進步型沸水式反應器模擬操作短期訓練班」訓練報告

	
	頁數 15  含附件：▓是  □□否

	

	出國計畫主辦機關/聯絡人/電話：台灣電力公司/陳德隆/(02) 2366-7685

	出國人員姓名/服務機關/單位/職稱/電話：

	范宏志/核能工程師/台灣電力公司核能四廠/(02) 24902401轉2920

	

	

	出國類別：□1考察□2進修□3研究▓4實習□5其他（洽公）

	

	出國期間：自92年04月12日至92年04月27日

	出國地區：日本

	

	報告日期：92年5月29日

	

	分類號/目

	

	關鍵詞：進步型沸水式反應器(簡稱ABWR)、沸水式反應器(簡稱BWR)、BWR訓練中心(簡稱BTC)、人機介面(Man-Machine Interface) 

	

	內容摘要：（二百至三百字）

	核能四廠所引用的進步型沸水式反應器，其操控方式及控制室設計與傳統沸水式核能機組頗有差異，目前世界核能先進國家中，僅有日本具有此方面之實體裝置。為確保核能四廠未來之運轉安全，援引日本經驗可謂必要。而核能四廠實際擔任操作任務的運轉人員，更有必要嫻熟該類型機組的性能，以提升核能四廠未來運轉之穩定性。

本次訓練依據日本BWR訓練中心所規劃設計的課程，包含有ABWR基本設計原理及儀控特性【含比較傳統沸水式反應器(BWR)核能機組與日本進步型沸水式反應器(ABWR) 核能機組差異性】及實習機組升、降載、異常事件及團隊操練。藉由課堂講授及上機實習等方式，使受訓人員了解各種盤面之功能，並熟習人機介面及模擬器的操作，俾便返國後將訓練心得回饋給運轉人員。

	本文電子檔已傳至出國報告資訊網（http：//report.nat.gov.tw）
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1、 出國事由
核能四廠所引用的進步型沸水式反應器(簡稱ABWR)，在目前世界核能先進國家中，僅有日本具有此方面之實體裝置。故應原子能委員會(簡稱原能會)要求，派遣核能四廠一名運轉人員，會同原能會陳技正建源、牛科長效中，共赴日本位在柏崎市的BWR訓練中心(Niigata BWR Training Center)，參加『進步型沸水式反應器模擬操作短期訓練班』。

進步型沸水式反應器核能機組其操控方式和控制室設計與傳統沸水式核能機組頗有差異，為確保核能四廠未來之運轉安全，援引日本經驗可謂必要。而核能四廠實際擔任操作任務的運轉人員，更有必要嫻熟進步型沸水式反應器核能機組的操控性能，以提升核能四廠未來運轉之穩定性。

2、 出國行程
92年04月12日

往程（台北(東京(柏崎市）

92年04月13日至

日本柏崎市BWR訓練中心
92年04月26日
        (4月26日住宿東京)

92年04月27日
       返程（東京(台北）
3、 工作紀要

日本BWR訓練中心(簡稱BTC)安排一系列訓練活動(課程表：詳附件一)，課程內容有：

1、 電廠參觀。
2、 ABWR基本設計原理及儀控特性。【含比較傳統沸水式反應器(BWR)核能機組與日本進步型沸水式反應器(ABWR)核能機組差異性】 

3、 實習機組升、降載、異常事件及團隊操練。
4、 了解日本BWR訓練中心，如何去評鑑運轉員及團隊操演。(觀摩BTC訓練中心的講師們演練團隊操作)
日本柏崎市BWR訓練中心共有5部訓練用模擬器，其中第5部模擬器(BTC #5模擬器)專為訓練進步型沸水式反應器機組的運轉員。訓練中心課程設計，乃藉由課堂講授及上機實習等方式，使受訓人員了解各種盤面之功能，並熟習模擬器的操作。

由於此次受訓學員，皆有傳統沸水式反應器(BWR)核能機組高級運轉員執照且對進步型沸水式反應器(ABWR)基本設計及電廠各系統有相當的瞭解。訓練中心講師授課內容則應學員要求偏重在人機介面(Man-Machine Interface)、儀控系統、評鑑運轉員等方面。
訓練課程內容分述如下：
1、電廠參觀
a. 參觀東京電力公司之柏崎-刈羽電廠
柏崎-刈羽電廠共有7部核能機組，其中第6、7部核能機組(簡稱K6/K7機組)為進步型沸水式反應器。

日本BWR訓練中心原本安排參觀K6/K7機組的控制室、反應器廠房、汽機廠房。但正逢東京電力公司之17部核能機組被強迫停機檢修，機組作業忙碌，沒有開放參觀內部廠房設施及主控制室。故只參訪其電廠外圍設施：展示館、維護訓練中心。
故對於進步型沸水式反應器不同於傳統沸水式反應器核能機組之人機介面、電廠運轉心得及運轉管理等相關問題，無法直接請教K6/K7機組的運轉人員，只能間接由訓練中心講師代為查詢。
b. 參觀東京電力公司之福島第一原子力電廠
如同柏崎-刈羽電廠，機組正在大修檢查工作中，不合適開放參觀，故只參訪其電廠外圍設施：用過燃料儲存廠房、展示館、維護訓練中心。

c. 參觀福島縣近廠指揮中心(Offsite Center)
2、基本設計原理及儀控特性
課堂講授重點內容如下：

a. 訓練中心簡介
b. 進步型沸水式反應器電廠系統概述
(1) K6/ K7機組的特色

(2) 人機介面(MMI: Man-Machine Interface)

c. 五種重要儀控系統

(1) 自動功率調整系統(APR：Automatic Power Regulator System)

(2) 再循環流量控制系統(RFC：Recirculation Flow Control System )

(3) 棒控制及資訊系統(RCIS：Rod Control & Information System)

(4) 液壓油控制系統(EHC: Electro-Hydraulic Control System)

(5) 飼水控制系統(FWC: Feedwater Control System)

d. 電廠運轉操作程序
(1) 正常機組起動程序
(2) 正常機組停機程序
e. ABWR在不同暫態下的運轉狀態

3、實習機組升、降載、異常事件及團隊操練
a. 正常機組起動程序
(1) 抽棒至反應器臨界
(2) 反應器升溫、升壓操作
(3) 主汽機起動
(4) 發電機同步、併聯操作
(5) 汽機驅動之飼水泵置入使用
(6) 利用爐心流量提升反應器功率
b. 正常機組停機程序
(1) 從額定功率降載
(2) 發電機解聯
(3) 反應器降溫、降壓操作
(4) 起動停機冷爐系統
c. 異常、暫態事件操作
(1) 反應器急停
(2) 汽機/發電機跳脫
(3) 主蒸汽隔離閥關閉
除以上異常、暫態事件操作外，另要求增加演練項目：

(1) 1台/多台爐內再循環泵跳脫，觀察機組爐心穩定度/爐水水位/反應爐功率的變化，及演練重新起動爐內再循環泵程序。
(2) 機組滿載時，1台汽機驅動之飼水泵跳脫或冷凝水泵跳脫，觀察機組儀控系統自動化反應。
(3) 1台汽機驅動之飼水泵運轉中，將第2台汽機驅動之飼水泵手動置入運轉之操作。
e. 緊急操作

(1) 反應器低水位
(2) 預期暫態未急停
(3) 一次圍阻體壓力控制
f. 觀摩訓練中心講師們示範團隊操練
4、 了解日本BWR訓練中心，如何去評鑑運轉員的個人及團隊操演。
4、 心得與建議

1、 日本BWR訓練中心甚具規模，教材甚完備。
此次實習，對於該訓練中心教材的編寫及內容之豐富頗為讚嘆，日本BWR訓練中心編寫內容充實的模擬器講師暨學員手冊。雖然我們不熟悉BTC #5模擬器的人機介面，但依照模擬器學員手冊操作，很快就進入狀況。

趁此機會要求提供所有上課訓練教材電子檔，並將核能四廠同仁委託之問題請教訓練中心或請訓練中心代為查詢，其中有些問題雖然超出訓練範圍，然而訓練中心講師對於所提出之問題及要求，皆熱心予以解答。
至於資料部分，該訓練中心負責人Murata先生表示，部分上課訓練教材之內容，由於牽涉智慧財產權，無法提供電子檔並且要求課後收回教材，許多原先要求提供之資料也涉及智慧財產權亦無法提供，並強調所有提供之訓練教材僅可在台電及原能會內部參考用。此次所攜回的教材資料尚豐富，可供核能四廠訓練中心規劃及編寫運轉人員訓練時參考使用。
2、 良好的用過燃料儲存設施
參觀福島第一原子力電廠的外圍設施：用過燃料儲存廠房/設備(包括乾式用過燃料儲存設備)，乾式用過燃料儲存設備(參考附件二)目前有2種大、小型式之橫向放置圓筒型鋼製容器，各可貯存52及37根用過燃料元件。日方電廠引導人員特別強調其管理良好及儲存廠房之清潔，參訪人員配戴之輻射偵測劑量計讀值為0，以爭取人民之支持與信任。
3、 協助訓練地方子弟
電廠維護訓練中心有開放部分電廠維護訓練課程供地方子弟參訓，做為敦親睦鄰的一種方案，訓練合格後發給證書並可介紹給負責電廠維護工作的外包廠商雇用，但是當地子弟多往東京等都市發展。
4、 良好的人機介面佈置
從電廠基本設計比較，K6/K7機組的硬開關(Hard Switch)比核能四廠多，核能四廠儀控系統網路自動化比K6/K7機組複雜。

K6/K7機組控制室之主控制盤(Main Control Console；簡稱MCC)，除了ECCS(Emergency Core Cooling System)/ESF(Engineered Safety Feature)為固定盤面佈置(與核能四廠類似)外，五種重要儀控系統在主控制盤有固定盤面(核能四廠只有RCIS為固定盤面佈置)，從MCC的H11-P701至H11-P702即由中至右上的水平固定盤面佈置為：RFC、RCIS、APR、FDWC、EHC等五系統。(參考附件三)
觀察機組滿載時其主控制盤上的電腦螢幕(CRT)之盤面佈置由左至右為：
· 主蒸汽系統畫面
· 個別警報畫面
· 常用參數趨勢畫面
· 功率階中子讀數畫面 或 爐心功率-流量圖畫面 

· (滿載時BOP參數畫面) or (飼水系統畫面)

· (液壓油控制系統畫面) or (個別警報畫面)

· 發電機系統摘要畫面
上述盤面佈置，可在核能四廠模擬器先行演練驗證，找出適合於核能四廠運轉特性需求的佈置情形，以便將來推展到核能四廠的主控制室內。
5、 便利的自動化操作
a. 控制室運轉員正常操作方法趨於簡單，甚多瑣碎的操作皆改為自動化操控，運轉員僅需從旁監視(Watch Only)，但是運轉員必須熟悉自動化的邏輯並且熟練萬一自動化功能故障，必須將機組改為手動操作的程序。
b. PGCS (Power Generation Control System) 提示Breakpoint/Task /Step，APR自動控制RFC/RCIS/EHC，大量減少運轉員負擔及誤操作機率。
6、 BTC #5模擬器之運轉畫面有設計重要操作程序資訊
其功能相當於核能四廠的On Line Procedure，可供運轉員參考。K6/K7機組將電廠重要的操作程序書轉為類似PGCS提示Task模式，可提醒運轉員是否已執行完成重要的操作步驟。(參考附件四)
7、 運轉員及團隊操演之評鑑
日本BWR訓練中心依據日本電力協會指引4802-2002 (Guideline for the Operator Training)，陸續發展出內容充實的模擬器講師暨學員手冊，藉以訓練運轉員，並建立標準評分辦法及評鑑運轉員合格表及團隊操作之各崗位評鑑表。
且另開發一套團隊操作評鑑圖表，以六項評分指標繪出運轉團隊操作的雷達圖表(參考附件五)，提供給電廠管理者，藉以改進或調整運轉人員配置，達成最佳的運轉團隊。

8、 建議增派運轉員赴日訓練

此次的訓練和原能會將來的核四考官：陳技正建源及牛科長效中，一同接受訓練。原能會長官們對BTC訓練中心模擬器演練課程/設備讚不絕口，並針對BTC講師如何去評鑑運轉員的教材及方法多加請教BTC訓練中心。
原能會長官希望核能四廠在模擬器建好安裝前，能增派運轉員赴日參加日本BTC訓練中心之模擬器操作訓練，以汲取進步型沸水式反應器運轉經驗。
附件一(1/2)
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附件三
BTC #5模擬器
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附件四
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附件五

六項評分指標繪出運轉團隊操作的雷達圖表
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1.Awareness of abnormal　situation 
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Common weak Point ； Crew superintendent
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5. Crew superintendent





4. Crew Communications 





3. Control Board Operations








2. Forecast of plant behaviors 
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入力シート

				白枠青字部分が入力です。 シロワクアオジブブンニュウリョク						「７０行目」まであります ギョウメ						For １４年度本格運用用R2.1(02.6.06 報告書番号修正） ネンドホンカクウンヨウヨウホウコクショバンゴウシュウセイ

				名称 メイショウ				入力データ ニュウリョク		報告書番号 ホウコクショバンゴウ

				電力名 デンリョクメイ				東京 トウキョウ		14		-		2		F		073		-		K		2		Ｆ

				サイト名 メイ				柏崎刈羽 カシワザキカリワ		評価対象の班名 ヒョウカタイショウハンメイ																		報告書番号の"00" ホウコクショバンゴウ

				号機番号 ゴウキバンゴウ				2		東京		電力（株）  デンリョクカブ		柏崎刈羽				原子力発電所   ゲンシリョクハツデンショ										00

				班名 ハンメイ				Ｆ		2		号機   ゴウキ		Ｆ		班 ハン												0

				使用シミュレータ： シヨウ				BTC-4号 ゴウ		実施日 ジッシヒ																		整理No. セイリ

				実施年 ジッシネン				14		年 ネン		平成 ヘイセイ		14		年度 ネンド		第 ダイ		二		ファミリ訓練コース　

				実施月 ジッシツキ				7		月 ガツ		第 ダイ		73		回 カイ

				実施日： ジッシヒ				29		日 ニチ

																												レーダーチャート表示用 ヒョウジヨウ

				当直長 トウチョクチョウ				長島　輝明 ナガシマテルアキ		運転責任者　 ウンテンセキニンシャ																		評価項目 ヒョウカコウモク		point

				副長 フクチョウ				佐野　秀蔵 サノヒデクラ		指揮者 シキシャ																		異常の認知等 イジョウニンチトウ		9.7

				原子炉 ゲンシロ				小川　一彦 オガワイチビコ		原子炉 ゲンシロ				訓練部長 クンレンブチョウ						訓練G長 クンレンチョウ								プラント挙動の把握等 キョドウハアクトウ		9.7

				タービン				鈴木　貴三 スズキタカサン		タービン電気 デンキ				宮北 幸次 ミヤキタコウジ						鈴木　弘一 スズキコウイチ								制御盤の運転		9.3

														評価者 ヒョウカシャ														コミュニケーション		9.0

				対象事象： タイショウジショウ				ＲCW喪失（原子炉補機冷却系） ソウシツゲンシロホキレイキャクケイ						正 セイ		五十嵐　正 イガラシタダシ				副 フク		鈴木　弘一 スズキコウイチ						指揮・統括		8.3

																												保安規定等の遵守 ホアンキテイトウジュンシュ		9.3

				ﾚｰﾀﾞﾁｬｰﾄの軸項目 ジクコウモク		No.		評価項目 ヒョウカコウモク						得点 トクテン

														（減点法） ゲンテンホウ										算出 サンシュツ

				異常の認知及び診断，原因究明 イジョウニンチオヨシンダンゲンインキュウメイ		1		異常の認知 イジョウニンチ						9.0										9.7

						2		異常の診断 イジョウシンダン						10.0

						3		異常の原因究明 イジョウゲンインキュウメイ						10.0

				プラント挙動の把握及び予測 キョドウハアクオヨヨソク		1		変動したプロセス値の把握及び予測 ヘンドウアタイハアクオヨヨソク						10.0										9.7

						2		インターロック動作の把握 ドウサハアク						9.0

						3		操作の及ぼす効果及び影響の把握 ソウサオヨコウカオヨエイキョウハアク						10.0

				操作手順・保安規定の順守，操作の優先づけ ソウサテジュンホアンキテイジュンシュソウサユウセン		1		操作手順・事故時操作基準等の手順類の順守 ソウサテジュンジコジソウサキジュントウテジュンルイジュンシュ						10.0										9.3

						2		保安規定の順守 ホアンキテイジュンシュ						9.0

						3		操作の優先づけ ソウサユウセン						9.0

				制御盤の運転 セイギョバンウンテン		1		制御盤の計器及びスイッチ類の正しい選択と確実な操作 セイギョバンケイキオヨルイタダセンタクカクジツソウサ						9.0										9.3

						2		プロセス値を運転範囲に維持する制御操作 アタイウンテンハンイイジセイギョソウサ						9.0

						3		基本動作の順守 キホンドウサジュンシュ						10.0

				指揮・統括 シキトウカツ		1		当直長の方向付けとチーム統率 ホウコウヅトウソツ						8.0										8.3

						2		指揮者の情報収集と操作指示 ジョウホウシュウシュウソウサシジ						8.0

						3		当直長または指揮者による安全確保を優先した対応の指示 カクホユウセンタイオウシジ						9.0

				コミュニケーション		1		中央操作室内のチームの連携と情報共有及び報告 チュウオウソウサシツナイレンケイジョウホウキョウユウオヨホウコク						9.0										9.0

						2		中央操作室外の現場操作員への指示・連絡，現場操作員との連携対応 チュウオウソウサシツソトゲンバソウサインシジレンラクゲンバソウサインレンケイタイオウ						9.0

						3		発電部長/給電等の外部へのタイムリな通報・連絡 ハツデンブチョウキュウデントウガイブツウホウレンラク						9.0

				「異常の認知、診断」指摘コメント　　　　　　　(160文字目安） シテキモジメヤス						ＲＣＷサージタンクレベルの連続コールがありませんでした。連続コールすると漏洩の進行状態がわかり当直長の判断に役立ちます。 レンゾクレンゾクロウエイシンコウジョウタイトウチョクチョウハンダンヤクダ

				「プラント挙動把握」指摘コメント　　　　　　（160文字目安） キョドウハアクシテキモジメヤス						スクラム後所内電源Ｍ／Ｃ４Ｂー１が切替失敗しました。電源喪失した機器や弁の確認に抜けがありました。             ゴショナイデンゲンキリカエシッパイデンゲンソウシツキキベンカクニンヌ

				「操作手順・基準の順守」指摘コメント　　　（160文字目安） ソウサテジュンキジュンジュンシュシテキモジメヤス						地震の８０ガルはパトロール区分がⅡではなくⅢです。ＲＣＷサージタンクレベルが正常に復帰してから約１０分後にＲＣＷポンプを起動しました。ＲＣＷ系の温度高の警報が出ていましたので早めの起動を推奨します。 ジシンクブンセイジョウフッキヤクフンゴキドウケイオンドコウケイホウデハヤキドウスイショウ

				「制御盤の運転」指摘コメント　　　　　　　（160文字目安） セイギョバンウンテンシテキモジメヤス						ＨＰＣＳ水源切替がされませんでした。給水制御器の「三」→「単」切替をした時原子炉レベルが変動し「高」「低」の警報が発生しました。 スイゲンキリカエキュウスイセイギョキサンタンキリカエトキゲンシロヘンドウコウテイケイホウハッセイ

				「指揮・統括」指摘コメント　　　　　　　　　（160文字目安） シキトウカツシテキモジメヤス						当直長は操作手順の周知の指示とＲＣＷ喪失後の復旧手順の優先順位も指示して下さい。指揮者はＲＣＷ喪失の手順とＲＣＷ喪失時の操作ポイントを周知して下さい。ＲＣＷサージタンクレベルが３Ｌ到達２分後に手動スクラムしました。操作員が足りない時は指揮者が操作員の応援にまわり、当直長が指揮をとるような柔軟な態勢を考えて下さい。 トウチョクチョウソウサテジュンシュウチシジソウシツゴフッキュウテジュンユウセンジュンイシジクダシキシャソウシツテジュンソウシツジソウサシュウチクダトウタツフンゴテドウソウサインタトキシキシャソウサインオウエントウチョクチョウシキジュウナンタイセイカンガクダ

				「コミュニケーション」指摘コメント　　　　　　　（160文字目安）　　　 シテキモジメヤス						ＲＣＷポンプのトリップのコールがありませんでした。主蒸気流量（Ａ）ラインがダウンスケールした時、計装ラックの現場確認がありませんでした。当直長は部長への連絡を早めに実施して下さい。 シュジョウキリュウリョウトキケイソウゲンバカクニントウチョクチョウブチョウレンラクハヤジッシクダ

				　総合所見(約５００文字） ソウゴウショケンヤクモジ						チーム特性としては指揮者を中心にまとまっていますが、「指揮・統括」と「コミュニケーション」についてはチーム内で話し合って下さい。事象が発生したら当直長は手順書の周知を指揮者に指示して下さい。指揮者は「今何が起きているか」を把握し、ポイントとなるパラメータを連続コールさせるとともにフローチャートで操作手順やスクラム判断等を周知して下さい。手動スクラム前に手順を周知するとチームワークは良くなります。主蒸気流量（Ａ）ラインのダウンスケール時も指揮者と操作員で検討し、炉水位変動の立て直しが必要でした。ＲＣＷポンプ
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ＢＴＣ:
履歴
R0  02.03.28 社長室にて社長レビュー実施。
R1  02.04.26 報告書番号のつけ方に不備が
　　　　　　　　　あったので、修正。
R2  02.06.03 報告書番号（報告書用紙右上の
　　　　　　　　　「整理No.」の左にBTCﾏｰｸを挿入。）
　　　　　　　　　「整理No.」を削除。

R2.1 02.06.06 「整理No.」を削除した際に
　　　　　　　　　削除しすぎた分（年度表示）を修正。
　　　　　　　　　　　14-2F012-K1A
　　　　　　　　　　等になるように。

ＢＴＣ:
青字になっている部分が入力すべきデータです。
「７０行目」あたりまで筆を進めてください。
入力範囲は「M列」以降にはありません。
画面一杯に広げて、シートを見ればＯＫです。

ＢＴＣ:
第１訓練　→　１
第２訓練　→　２
第３訓練　→　３

ＢＴＣ:
報告書番号では，
訓練の回数の数字を
使って，「3桁表示」します。

ここでは，そうなるように
処理しています。

ＢＴＣ:
報告書符番（右肩につく番号）の「派遣元発電所」の
記号として用います。
　１Ｆ
　２Ｆ
　Ｋ
　女川
　東Ⅱ
　浜岡
　島根
　敦賀
　志賀
　ふげん

ＢＴＣ:
報告書符番（右肩につく番号）に使います。

ＢＴＣ:
報告書符番（右肩につく番号）に使います。

左記の入力データ
「班名」のデータを
コピーしています。

ＢＴＣ:

ＢＴＣ:
左側の「算出」と書いて
あるデータ数値をここに
コピーしています。
この数値と評価項目を
みて、グラフが描かれて
います。

ＢＴＣ:
減点方式だから，
ここに直接各評価項目
の得点（数字）記入，
という形式案。

ＢＴＣ:
左の評価入力に
基づいて算術平均計算した
結果です。
ここに表示された数値が
・報告書の２枚目シート
・報告書の1枚目グラフを
　表示されるためのセル
にコピーされます。

ＢＴＣ:
　　左の得点を単純に
　　平均処理します。



H14_本格運用評価結果

		

		手入力 テニュウリョク										軸項目の評価 ジクコウモクヒョウカ												異常の認知及び診断，原因究明						プラント挙動の把握及び予測						操作手順・保安規定の順守，操作の優先づけ						制御盤の運転						指揮・統括						コミュニケーション

		実施日 ジッシヒ		サイト		号機 ゴウキ		班 ハン		第何回 ダイナニカイ		異常の認知及び診断，原因究明		プラント挙動の把握及び予測		制御盤の運転		コミュニケーション		指揮・統括		操作手順・保安規定の順守，操作の優先づけ		異常の認知		異常の診断		異常の原因究明		変動したプロセス値の把握及び予測		インターロック動作の把握		操作の及ぼす効果及び影響の把握		操作手順・事故時操作基準等の手順類の順守		保安規定の順守		操作の優先づけ		制御盤の計器及びスイッチ類の正しい選択と確実な操作		プロセス値を運転範囲に維持する制御操作		基本動作の順守		当直長の方向付けとチーム統率		指揮者の情報収集と操作指示		当直長または指揮者による安全確保を優先した対応の指示		中央操作室内のチームの連携と情報共有及び報告		中央操作室外の現場操作員への指示・連絡，現場操作員との連携対応		発電部長/給電等の外部へのタイムリな通報・連絡

				大熊 オオクマ		3		Ｇ				9.3		8.0		10.0		9.7		9.5		9.3		8.0		10.0		10.0		7.0		8.0		9.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.5		9.5		9.5		9.0		10.0		10.0

		37,466		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		2		Ｆ		73		9.7		9.7		9.3		9.0		8.3		9.3		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		9.0		9.0		9.0		10.0		8.0		8.0		9.0		9.0		9.0		9.0

		37,463		福島第二 フクシマダイニ		1.2		F		70		8.0		10.0		9.3		9.3		9.2		10.0		7.0		9.0		8.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		9.0		9.0		8.5		10.0		10.0		9.0		9.0

		37,445		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		2		E		63		9.3		9.3		9.7		8.7		8.7		9.7		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		7.0		10.0		9.0		7.0

		37,442		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		5		E		61		9.3		9.0		8.3		9.3		9.3		10.0		9.0		9.0		10.0		9.0		9.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		8.0		8.0		10.0		8.0		10.0		10.0		9.0		9.0

		37,440		女川 オナガワ		3		A		59		10.0		8.7		9.3		9.0		8.0		9.3		10.0		10.0		10.0		8.0		10.0		8.0		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		9.0		7.0		9.0		8.0		9.0		10.0		8.0

		37,467		柏崎刈羽 カシワザキカリハ		4		Ｆ		72		8.3		8.7		8.5		9.0		8.7		8.5		8.0		8.0		9.0		8.0		9.0		9.0		8.0		8.5		9.0		9.0		8.0		8.5		9.0		8.0		9.0		8.0		10.0		9.0

		37,452		福島第二 フクシマダイニ		3.4		C		64		9.7		9.0		9.0		9.0		8.7		8.5		9.0		10.0		10.0		8.0		10.0		9.0		8.0		9.0		8.5		10.0		9.0		8.0		8.0		9.0		9.0		8.0		10.0		9.0

		37,445		福島第二 フクシマダイニ		3.4		E		62		9.7		10.0		9.7		10.0		10.0		8.7		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		7.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0

		37,438		福島第二 フクシマダイニ		3.4		B		56		9.3		8.7		9.3		9.3		8.7		9.0		8.0		10.0		10.0		7.0		10.0		9.0		8.0		9.0		10.0		10.0		9.0		9.0		8.0		10.0		8.0		8.0		10.0		10.0

		37,455		島根　 シマネ		2		　　　　　　　　　　　　　F		2		9.7		10.0		9.5		9.3		9.3		9.3		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		8.5		10.0		10.0		8.0		10.0		8.0		10.0

		37,455		島根　 シマネ		2		　　　　　　　　　　　　　F		1		8.7		10.0		8.7		9.7		9.7		10.0		7.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		6.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0

		37,468		福島第一 フクシマダイイチ		1.2		D		52		9.3		9.7		9.3		9.0		8.7		9.7		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		8.0		9.0		9.0		8.0		9.0		8.0		10.0

		37,466		福島第一 フクシマダイイチ		3.4		D		50		9.3		7.8		8.3		9.5		9.0		9.0		8.0		10.0		10.0		7.5		8.0		8.0		10.0		10.0		7.0		8.0		8.0		9.0		10.0		7.0		10.0		9.0		10.0		9.5

		37,462		福島第一 フクシマダイイチ		1.2		F		49		9.7		9.3		10.0		9.5		9.2		9.7		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.5		9.0		9.0		8.5		10.0		10.0

		37,459		東海第二 トウウミダイニ				B		47		9.2		9.5		9.5		8.7		9.0		9.3		9.0		9.0		9.5		9.5		10.0		9.0		8.5		10.0		9.5		9.5		10.0		9.0		10.0		9.0		8.0		8.0		10.0		8.0

		37,440		女川 オナガワ		1.2		A		46		9.7		9.3		8.7		9.7		8.7		9.7		9.0		10.0		10.0		8.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		8.0		10.0		8.0		9.0		8.0		9.0		10.0		10.0		9.0

		37,474		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		6,7		A		11		10.0		9.0		9.0		8.7		9.3		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		8.0		10.0		7.0		10.0		10.0		8.0		10.0		9.0		10.0		8.0		10.0		9.0		7.0		10.0

		37,348		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		6		Ｄ		2		9.3		9.0		9.3		9.3		8.3		8.7		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		8.0		9.0		10.0		7.0		9.0		10.0		9.0		8.0		8.0		9.0		8.0		10.0		10.0

		37,433		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		2		Ｄ		53		9.0		8.7		9.3		9.0		9.0		9.3		8.0		9.0		10.0		8.0		9.0		9.0		10.0		9.0		9.0		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		8.0		9.0		9.0		9.0

		37,431		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		5		Ｄ		50		9.0		8.7		9.3		9.3		8.3		8.7		8.0		9.0		10.0		8.0		9.0		9.0		7.0		9.0		10.0		8.0		10.0		10.0		9.0		9.0		7.0		9.0		9.0		10.0

		37,414		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		1		Ｆ		45		10.0		9.3		8.7		9.7		10.0		9.3		10.0		10.0		10.0		10.0		8.0		10.0		9.0		10.0		9.0		8.0		9.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0

		37,413		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		5		Ｆ		44		9.7		9.3		9.3		9.7		8.7		9.7		9.0		10.0		10.0		10.0		8.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		9.0		9.0		9.0		8.0		10.0		10.0		9.0

		37,410		志賀 シカ		1		Ｃ		42		8.7		9.0		9.3		9.3		7.7		8.7		8.0		8.0		10.0		10.0		7.0		10.0		7.0		10.0		9.0		10.0		8.0		10.0		8.0		8.0		7.0		9.0		9.0		10.0

		37,403		志賀 シカ		1		E		36		9.3		9.7		9.3		9.3		8.3		9.3		9.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		8.0		8.0		10.0		10.0		9.0		9.0		7.0		9.0		10.0		9.0

		37,400		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		3		Ｅ		35		9.5		9.3		9.8		9.2		9.0		9.7		10.0		9.5		9.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.5		9.0		10.0		8.0		8.0		10.0		9.5

		37,399		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		1		Ｅ		34		9.3		9.3		10.0		9.0		9.7		9.7		8.0		10.0		10.0		8.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		7.0		10.0		10.0

		37,398		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		1		Ａ		33		8.5		9.7		9.7		9.3		9.3		9.3		8.0		8.5		9.0		10.0		9.0		10.0		8.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		9.0		9.0		10.0		9.0

		37,396		志賀 シカ		1		Ｂ		32		9.0		9.7		9.7		9.7		9.3		9.7		10.0		8.0		9.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0

		37,392		志賀 シカ		1		D		30		9.0		9.2		10.0		10.0		9.7		9.7		8.0		9.0		10.0		8.5		10.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0

		37,391		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		5		Ａ		27		9.7		9.0		9.7		9.7		9.3		9.8		10.0		9.0		10.0		8.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.5		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0

		37,390		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		3		Ａ		26		9.0		9.0		9.7		9.3		8.7		9.0		8.0		9.0		10.0		8.0		10.0		9.0		8.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		8.0		9.0		9.0		9.0		10.0		9.0

		37,389		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		4		A		25		9.2		9.7		9.7		9.7		9.5		9.3		8.0		9.5		10.0		10.0		10.0		9.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		8.5		9.0		10.0		10.0

		37,385		志賀 シカ		1		Ａ		22		9.7		9.3		9.5		9.0		8.0		9.3		10.0		9.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		9.0		9.0		8.5		10.0		10.0		8.0		7.0		9.0		8.0		9.0		10.0

		37,384		女川 オナガワ		3		Ｆ		21		9.3		9.3		9.7		9.3		9.0		8.7		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		8.0		7.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		10.0		8.0		9.0		8.0		10.0		10.0

		37,372		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		3		F		19		9.8		10.0		9.7		9.7		9.7		9.3		10.0		10.0		9.5		10.0		10.0		10.0		8.5		10.0		9.5		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0

		37,371		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		3		Ｃ		18		9.0		9.2		9.3		9.7		8.7		9.2		8.0		9.0		10.0		9.5		9.0		9.0		8.0		10.0		9.5		10.0		9.0		9.0		8.0		9.0		9.0		9.0		10.0		10.0

		37,370		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		4		Ｃ		17		9.0		9.0		9.0		9.3		9.3		9.5		9.0		8.0		10.0		9.0		9.0		9.0		9.0		10.0		9.5		10.0		7.0		10.0		10.0		9.0		9.0		9.0		10.0		9.0

		37,369		福島第二 フクシマダイニ		1		Ｃ		16		9.3		9.7		9.7		9.0		8.7		9.7		9.5		8.5		10.0		10.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		9.0		9.0		8.0		9.0		10.0		8.0

		37,354		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		5		Ｂ		8		9.3		9.2		7.7		9.7		8.7		9.2		8.0		10.0		10.0		8.5		9.0		10.0		9.0		10.0		8.5		7.0		7.0		9.0		8.0		9.0		9.0		9.0		10.0		10.0

		37,349		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		1		Ｄ		4		9.3		9.0		9.3		8.7		8.3		9.2		9.0		9.0		10.0		9.0		9.0		9.0		8.0		10.0		9.5		9.0		10.0		9.0		9.0		9.0		7.0		6.0		10.0		10.0

		37,433		福島第二 フクシマダイニ		3		D		52		9.0		9.3		9.8		9.0		8.3		8.7		8.0		10.0		9.0		10.0		9.0		9.0		9.0		10.0		7.0		10.0		10.0		9.5		8.0		9.0		8.0		8.0		10.0		9.0

		37,424		福島第二 フクシマダイニ		3		A		47		9.3		9.0		9.0		8.0		8.0		9.2		10.0		9.0		9.0		8.0		10.0		9.0		8.5		10.0		9.0		10.0		8.0		9.0		8.0		8.0		8.0		7.0		9.0		8.0

		37,407		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		2		B		41		8.7		8.5		9.2		8.8		8.7		9.0		7.0		9.0		10.0		7.5		8.0		10.0		7.0		10.0		10.0		9.0		10.0		8.5		8.0		8.0		10.0		8.0		10.0		8.5

		37,393		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		4		D		29		8.2		8.2		9.2		8.3		7.3		8.7		7.0		8.0		9.5		9.5		8.0		7.0		8.0		9.0		9.0		10.0		9.0		8.5		8.0		7.0		7.0		7.0		9.5		8.5

		37,365		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		4		E		14		5.7		9.7		9.5		8.0		7.0		8.0		3.0		5.0		9.0		10.0		10.0		9.0		7.0		10.0		7.0		10.0		10.0		8.5		4.0		9.0		8.0		7.0		10.0		7.0

		37,361		柏崎刈羽 カシワザキカリワ		1		Ｂ		10		8.7		9.3		10.0		8.5		8.0		7.7		8.0		9.0		9.0		10.0		9.0		9.0		8.0		10.0		5.0		10.0		10.0		10.0		8.0		9.0		7.0		9.0		10.0		6.5

		37,439		福島第一 フクシマダイイチ		5、6		Ｂ		44		9.3		9.0		9.7		9.0		8.0		9.7		8.0		10.0		10.0		8.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		6.0		10.0		8.0		8.0		10.0		9.0

		37,431		福島第一 フクシマダイイチ		5,6		D		41		8.7		8.7		9.3		8.7		9.0		9.2		9.0		8.0		9.0		8.0		10.0		8.0		10.0		8.0		9.5		10.0		10.0		8.0		10.0		8.0		9.0		8.0		9.0		9.0

		37,425		敦賀 ツルガ				C		38		9.3		9.7		10.0		9.7		9.7		9.5		9.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		9.5		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0

		37,421		東海第二 トウウミダイニ				C		35		8.0		8.7		8.5		8.5		8.3		8.2		8.0		8.0		8.0		9.0		9.5		7.5		8.0		9.0		7.5		9.0		8.0		8.5		8.0		8.0		9.0		7.5		8.5		9.5

		37,419		女川 オナガワ		1		E		33		8.0		8.0		7.5		8.2		7.3		8.3		6.0		8.0		10.0		7.0		10.0		7.0		7.5		10.0		7.5		9.0		5.0		8.5		8.0		7.0		7.0		7.0		8.0		9.5

		37,417		福島第一 フクシマダイイチ		５，６		C		30		9.8		10.0		9.7		9.2		9.3		9.5		10.0		10.0		9.5		10.0		10.0		10.0		9.0		10.0		9.5		10.0		10.0		9.0		8.5		9.5		10.0		9.0		10.0		8.5

		37,413		敦賀 ツルガ		1		D		28		9.0		9.7		9.7		9.7		9.7		9.3		9.0		10.0		8.0		10.0		10.0		9.0		9.0		10.0		9.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0

		37,411		福島第一 フクシマダイイチ		５，６		F		26		8.3		9.3		9.7		9.7		8.7		9.7		8.0		8.0		9.0		8.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		9.0		10.0		10.0		8.0		8.0		10.0		9.0		10.0		10.0

		37,405		東海第二 トウウミダイニ				D		23		9.3		9.7		9.3		9.2		9.3		9.7		10.0		8.0		10.0		9.0		10.0		10.0		9.0		10.0		10.0		10.0		8.0		10.0		10.0		10.0		8.0		10.0		9.5		8.0

		37,404		女川 オナガワ		1,2		D		22		7.3		7.8		7.8		9.0		8.7		9.0		6.0		6.0		10.0		7.5		9.0		7.0		7.0		10.0		10.0		7.5		8.0		8.0		10.0		8.0		8.0		7.0		10.0		10.0

		37,397		福島第一 フクシマダイイチ		3,4		A		20		8.7		9.0		8.7		9.0		8.7		9.0		8.0		9.0		9.0		8.0		10.0		9.0		8.0		10.0		9.0		9.0		9.0		8.0		9.0		8.0		9.0		8.0		9.0		10.0

		37,396		福島第一 フクシマダイイチ		5,6		E		18		9.3		10.0		8.0		9.0		8.3		10.0		10.0		8.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		10.0		9.0		8.0		7.0		10.0		6.0		9.0		8.0		9.0		10.0

		37,384		女川 オナガワ		1,2		Ｃ		15		9.2		8.8		9.0		8.2		8.3		8.8		8.0		10.0		9.5		8.0		10.0		8.5		7.5		10.0		9.0		9.0		8.0		10.0		9.0		8.0		8.0		7.0		8.5		9.0

		37,348		女川 オナガワ		１，２		Ｆ		2		8.7		9.7		9.3		9.5		9.0		9.0		9.0		8.0		9.0		10.0		9.0		10.0		9.0		10.0		8.0		10.0		10.0		8.0		8.0		9.0		10.0		9.0		9.5		10.0

										34.1		9.2		9.2		9.2		9.2		8.8		9.4



入力シートの評価点をコピー
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H14_本格運用評価結果

		



７月までの平均




